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金剛寺蔵 『日月山水図』 について
宮 口 順 生
〔抄録〕
本論は,金 剛寺蔵 『日月山水図』 を主題とし,そ の制作意図 ・使用方法および画題
由来を解明するものである。一章では主に研究史,二 章では本屏風を有する金剛寺の
性格,三 章では未解決の日月モティーフ,四 章では四方四季表現について論証する。
また思想面では興教大師覚鑁 を取 り扱いその関連性 を指摘 し,本 屏風の複雑な諸相
が,ど のような意味を有していたかを読み解 くことが本論の主旨である。
キーワー ド 金剛寺蔵 「日月山水図』,三 十七尊光背,伝 法会,日 月輪観,覚 鑁
序
日本美術史の中で〈 日月山水図屏風〉という謎の屏風が存在する。読んで字のごとく図様 に
は季節 を表現する山水に日(太 陽)と 月を対峙させるものであ り,様 式上制作年代の早いもの
として,京 都御所伝来現東京国立博物館所蔵本(六 曲二隻 ・紙本著色)と 大阪府河内長野市金
剛寺所蔵本(六 曲一双 ・紙本著色)の 二種が挙げられる。これらのく 日月山水図屏風〉は,諸
記録 ・文献史料 ・画中画史料より手掛 りは得られず,現 在でも作者 ・成立事情 ・画題由来など
解明されていない。さらに日月モティーフについても定説がなく,装 飾的意図に依るものなの
か,宗 教的意図に依るものなのかすら判明 していない。






この 『日月山水図』(六 曲一双 ・紙本著色 各147.Ocm×315.5cm)で ある。 しかしながら灌頂
荘厳具の山水屏風 として灌頂の際に使用されたという寺伝 には確証はない。
本屏風の図様構成は春夏秋冬の山水を顕 し,日 輪 ・月輪 を対峙 させる。一般的に四季表現は
右隻から左隻へと春→夏→秋→冬を顕す ものであるが,本 屏風 においてはこの順序が春→夏→
冬→秋 となる。ここでは敢えてこの季節順序に添って図様 を観察 してゆく。
第一に春景の始 まりは右隻左奥の遠山か と思われる。この遠山は金銀野毛の霞の彼方にあ
り,前 景の山々と比較 して緑が薄 く,春 浅 き景で表現される。これに続 き,右 隻右上から山稜
が斜行 し,そ の山稜は全容を顕す二つの重なり合う釣鐘状の大小山嶽 により遮 られる。この二
つの山嶽には山桜 と見える白い花を点々と交え,そ の前方には小山と砂浜があり,こ こに踊 り
くねる松が群生する。
第二に夏景が右隻中央に顕される。これも春景と同じくして大小山嶽 にして,前 方小嶽は禿
げ山,そ のすぐ後方大嶽には≡鬱蒼 とした樹木,密 生 した杉木立,中 腹左 には柳樹が見える。緑
色は春から夏へと次第に色濃 く表現され,季 節の移 り変 りを知らせる手法となる。この夏景の
大小山嶽はやがて左方の波涛図へ と変化 し,そ の打ち寄せる波は山裾の松 と同じく大 きくうね
る。
この春景 と夏景の問に金色の日輪が顕れる。また波涛図は岩礁 と激 しい波で両隻にわた り表
現 され,左 隻の洲浜へと続 く。 この洲浜に打 ち寄せる波の流れに乗 って,季 節 も岸 に上陸す
る。洲浜にも踊 りくねる松がある。そして洲浜は,左 隻左側の山嶽によって終焉する。
第三に左隻左側には海中に落ちる瀧があ り,そ の流れは厳 しい崖を幾度か蛇行 して雲に覆わ
れた奥深き山嶽を水源とする景である。そして山嶽は重なり合い,画 面に奥行を持たせるよう
に奥右方向に旋回する。山嶽の木立は紅葉 して秋景 を顕す。
第四に一変 して秋景のすぐ後方に,雪 に覆われた雪山が幾重にも重なり合い木立を載せ て表
現されるのが言うまでもなく冬景である。
この秋景 と冬景の間に銀色の三日月が顕れる。以上が大体の図様構成である。
本屏風は諸々の表現方法つまり山嶽や波の表現,彩 色配色の表現,踊 りくねる松表現,日 月
表現などの効果が存分に発揮され,観 者に異様な雰囲気を与える。自然現象を描いているとは







広い波涛図空間を持 ち,左 右に山嶽を配する形式を取る。この特徴は,15世 紀以降盛行 してい
くむ
た漢画系四季山水図の影響が指摘 された。 また共通点を指摘される屏風 として,奈 良県当麻寺
くう 　ロ
奥院本十界図屏風が安達啓子氏によって示 される。 この十界図屏風は楢崎宗重氏により,制 作
　 　　
佛教大学大学院紀要 第26号(1998年3月)
年代が十五世紀を遡るとされてお り,そ の図様は六道図を示 しこの上方に日月モティーフが描
かれる。安達氏は十界図屏風の岩や土坡のような表現に指摘できる絵仏師系の描法が,金 剛寺
蔵 『日月山水図』に受け継がれていると指摘 し,室 町期の宗教画系の作例が重要痊関連性を持
つと推測 された。 しか し最大の特徴 としては,中 央に広い空間を持ち,周 りに季節を円環状 に
配することである。一般的に四季表現は右隻から左隻へ と春→夏→秋→冬を顕すものである
が,本 屏風においてはこれが春→夏→冬→秋 となる。しか しこれに中心を置き円環状 に考えて
みれば,春 →夏→秋→冬という順序になる。こうすると日輪 ・月輪を対峙させるということも
平面的に捉えるのではな く,こ の円環に則っていると考えることができる。 しかしながら四季




金剛寺蔵 『日月由水図』が季節を円環状 に配置するという考え方は,吉 田友之氏に指摘 され
るところである。吉田氏は,こ の四季円環 について山水鏡のような鏡背意匠を屏風平面に組み
込み,中 国的数秩序との関係に言及 している。中国後漢の四神鏡が季節と方位の秩序によって
配されたように,四 つの怪獣に代わって類型的山丘 となり,屏 風一双の平面に各季節が東西南
北の方形プランで絵画的に構成されたとする。波涛図を中心として東西南北に構成 された四季
は,古 代中国以来の五行思想を基 としており,こ れを構成の軸をする。そして日輪 ・月輪は,





り,天 水市文化局の調査によってこの墳墓の内部か ら,屏 風が取 り付 けられた石棺床が発見さ
れた。氏は詳細にこの屏風 について報告 しておられるが,こ こでは一旦その内容には触れず
に,氏 による天水屏風の解釈を参考にしたい。
ロゆ
氏は天水屏風を,小 川裕充氏の論を参考 として,太 陽と月 ・方位 ・季節が陰陽五行説に基づ
いて規則的に配置されていたと指摘 している。氏はこの天水屏風 により,日 月屏風が東アジア
古来の伝統であ り,そ の起源は少なくとも七世紀まで遡るとする。また図様のモティーフとし
て,風 景描写 ・絵画の連続性描写 ・季節の推移 ・陰陽五行説による日月 ・方位 ・季節の配置を
採用 したことを論 じ,こ れが朝鮮 ・日本にまで影響を及ぼしているとする。その例 として,朝
鮮では 『日月五嶽図』,日 本では金剛寺蔵 『日月山水図』 を挙 げている。そして中国では墳




慶陵壁画(1031),平 等院鳳凰堂扉画(1053)を 取 り上げ,四 方四季について論証する。一般
に鑑賞絵画は,右 から左への方向性を持つことが指摘されるが,こ れらの造形はその方向性 を
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円環状時計回 りに持 つ。 また氏 は,『益州名画録』 の 「黄筌の条」 ・ 『蜀八卦殿壁画奇異
記』 ・ 『易経』「十翼」の 「説卦伝」を挙げて,八 卦殿の構造を推定する。つまり八卦 と方位
と季節がすべて対応しながら,一 つの小宇宙を表明し荘厳する造形であったと考える。このよ
うな対応関係の伝統は,他 の日月図にも指摘 されるところである。それは出光美術館蔵 『日月
ロオ
四季花鳥図』であり,こ れについては安達啓子氏 によって論証されているが,そ の中で四季の
表現である桜 ・柳 ・楓 ・松の組合せが,蹴 鞠を行なう場である艮 ・巽 ・坤 ・乾の方角に植 えら
ロぱ
れた木である指摘がなされた。これを踏まえて島尾新氏は,上 述の小川氏の論と兼ね合わせて
出光美術館蔵 『日月四季花鳥図』は四方四季のみならず,八 方が描かれていることを指摘 し,





しかしながら中国 ・朝鮮 ・日本 と共通の理念に基づいて,そ の伝統が脈々と国境 ・時代 を経
て日本では金剛寺蔵 『日月山水図』において開花したのであろうか。中国では墳墓 ・朝鮮では
宮廷 ・日本では寺院において各々性質の違う場所で使われたものでありなが ら,そ の理念が金
剛寺蔵 『日月山水図』を造 り上げ,こ のような日月モティーフを用いた複雑な図様に仕上げた
のだろうか。また金剛寺 『日月山水図』には易の思想が内在 しているのであろうか。以下は金




金剛寺は天野寺または女人高野 とも呼ばれ,真 言宗の古刹である。寺伝 によれば,天 平年間




「右草創以後数年比 依有夢想告 承安年中 為寺家別院 奉渡安置高野大師御影御影堂御
影第三伝 并奉勧請丹生高野両所明神」
とあ り,平 安末期の承安年間(1171～1175)頃 の草創であったことが判る。
この他,建 保三年(1215)に は,
「件山寺則在河内国錦部郡内 有一堂殿 五間四面 奉安置金剛界大日丈六像并両界曼荼羅
二鋪各五幅 真言宗八祖等影十二鋪 并宝塔一基 奉安置金剛界大日等身像」
ロぷ





現在金剛寺には,金 堂 ・多宝塔 ・五仏堂に智拳印を結び結跏趺坐する金剛界大 日如来像が安
置されているが,上 記の史料によれば,建 保二年(1214)に は現状 と同じように金堂 ・多宝塔
に金剛界大日如来像があったと解される。
そして現存する金堂像 ・多宝塔像は,光 背に金剛界三十七尊を構成する。
金剛界三十七尊 とは金剛界曼荼羅の根本をなす諸尊であ り,五 仏 ・四波羅蜜菩薩 ・十六大菩
ロぱ
薩 ・内外の八供養菩薩 ・四摂菩薩からなる。この金剛界三十七尊は,金 剛界九会曼荼羅では成
身会 ・微細会 ・供養会 ・降三世会の各々に共通 して描かれるものであるが,普 通は金剛界九会
曼荼羅の中心をなす成身会の三十七尊を指す。








とあり,光 背に三十七尊を顕すこと,大 日如来は三昧耶形である宝塔で顕 して最上にあったこ
とが判る。なお現存像の光背周縁部にも蓮華座 に坐す三十七尊が見え,最 上部は宝塔で顕 され
ている。





とあり,光 背に三十七尊,頂 に多宝塔 を顕 していたことが判る。
また保元三年(ll58)落 慶供養 を行なった高野山菩提心院大 日堂は堂内本尊には大 日如来,
この光背中には法界塔婆一基,阿 閾など三十六尊像各k-一一躰を造像 した。この菩提心院は覚鑁
および大伝法院に厚い信仰 を寄せた美福門院得子が鳥羽法王の菩提のために建立 したものであ
り,女 院自ら頭髪を切って納め,「 大日経」 ・ 「菩提心論」 を書写 して奉安 された。この菩提
心院の名は 厂菩提心論」に因んだものであるという指摘 もあ り,大 伝法院との関連 も考えられ
ている。









動明王 ・降三世明王を安置 し,文 献例 をみると大伝法院本尊また東寺講堂本尊の記録 に一致
し,こ のような金剛界三十七尊を雲烟の光背に持つ。 また多宝塔像にも元は光背雲烟中に金剛
界三十七尊を構成 したと見られる像 を取 り付けている。
　
山本勉氏は,こ の金剛界三十七尊 を雲烟に顕せる意匠は,密 教像の表現と浄土教的表現 との
交流を示す ものとする。さらにこれに関連 して,大 伝法院流の開基覚鑁の著 『五輪九字明秘密
釈』に説 く大 日即阿弥陀の思想を挙げ,こ こに説かれる大 日と阿弥陀は同体の異名であり,極
楽浄土と密厳浄土は同じであることを指摘 して,金 剛界三十七尊が光背周縁部の雲烟中にあた
か も浄土で本尊を讃嘆供養するように顕 されたことは,覚 鑁思想 を基盤 としていると指摘す
る。
また武笠朗氏は,草 創期の金剛寺の宗教的性格を阿観の個人的宗教理念や金剛寺の主要法会
など例えば金剛寺の伝法会の重視 を取 り上げる。阿観上人(1136^一一1207)と は,金 剛寺の中興
の祖とされる人物であり平安後期の真言宗の僧侶である。阿観は高野山で出家 して後白河法皇




和泉国大鳥郡大和氏貞平之息 保延二年 誕生 幼稚登高野山 後依別願移住当寺 承安
二年始行御影供 治承二年 建立金堂 養和元年 始行伝法会 承元々年十一月十四 日入
滅 七十二歳」
とあ り,金 剛寺において承安二年(1172)に 初めて御影供を行い,養 和元年(1181;か ら伝法
会が行なわれるようになったことが判る。伝法会については若井富蔵氏 に指摘があり,養 和二














「三月一 日より首めて二十一 日にいたる三七箇日の間,三 業の法門,且 つは書 し且つは伝授
す。 これを修学會 と名 く。十月五 日より十八日にいたる二七箇日の間,前 に受学する所の
一6一
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経論の謬を糺し邪 を正す。これを練学會 と名 く。件の二會には心を利民にかけて異境を取
ることなかれ,講 法談義の間は,骨 肉 と雖 も,門 人に非 ざるに於ては,座 に交ふべか ら
ず。」
という式目を制定 している。これに見るように春秋二季に伝法会を分けて,春 は修学會 と称 し
て二十一日間経軌 を書写伝授 して,秋 は練学會と称 して十四日間その春に書写伝授 したものに
ついて考察 しなおすというようなものであった。 しか しこれも高野山の衰退 とともに次第に無
くなったようである。
院政時代 になってこの高野山伝法会を再興 したのが,覚 鑁上人であった。覚鑁はこの伝法会




このような歴史を辿った伝法会を金剛寺においては,「 源貞弘田地施入置文」 ・ 「金剛寺二
季伝法会置文」に見たように重要法会 として取 り扱い,規 定を定めていた。
これを踏まえて,武 笠朗氏 も論を展開する。
金剛寺の草創期を若井富蔵氏と同様 に,高 野山周辺における覚鑁以後の新義派の動向の一端
として,真 言教学再興の道場であった と推測 し,金 堂像 ・多宝塔像造立の背景をこれら新義派
の動向として捉え,こ れと高野山に於ける覚鑁周辺の造像 と考えられる大伝法院 ・菩提心院本
尊像 に注目し,光 背中に金剛界三十七尊を配する形状は,覚 鑁の大伝法院以後の新義派の大日
造像に於いては一般的であったとする。またこの金剛界三十七尊の形状成立は,覚 鑁の理想で
あった真言教学再興の一環 として,東 寺講堂五仏中尊当初像などの平安初期密教彫像の模倣,















羅は密教の両界曼荼羅の機能に倣い,寺 社の神仏を一図に収めて信仰内容 を明確 に図示 しよう
としたものであ り,山 嶽を中心とした霊場を図示するゆえ,そ の描写が自ずから自然景を含み
神聖化された。この絵画に,日 輪また日月輪を描 く作品が多数制作されていることを挙げ,日
輪のみ描 く作品 ・日月輪を描 く作品を例に取る。それを踏まえて,日 輪は宇宙の根元である法
身仏としての大日如来を象徴させるものであり,日 月輪は月 も大日如来の応化 した姿に他なら
ないとして,昼 夜の別なく自然界に遍満する法身仏の恒常性 を顕示 したものであると解釈す
る。そ して日と月を以て金剛胎蔵両部思想 を象徴 させたと論 じた。
次に安達啓子氏は,日 月並置の意味として金剛寺蔵 『日月山水図』の山水屏風 としての可能
性 とその様式の特異性を示唆 して,中 世から近世初期にかけての神道 ・民間信仰 における陰陽
道に由来する日月の関心の高まりとその結果である多数の作品群に注目し,日 月並置の最大の
意図を曼荼羅的性格を付加 し補強する荘厳の目的であるとした。つまり陰陽相極まる象徴であ
る日月を対象物に配することによって,そ の事物を日常的世俗的な事物とは区別 し,そ のもの
だけで完結 した宇宙観を表現 して,円 輪具足の曼荼羅的性格を補強 し印象付 ける意図を果たし
たと推測する。 日月並置は対象物を礼拝物のような神聖物に変化させる荘厳の方便として格好
の手段であったと解釈 した。また当麻寺奥院本十界図屏風の金銀の日月 も,こ のような系譜上
にあり制作 されたと推定された。
ここでは先学が論 じたような日月モティーフを有する社寺参詣曼荼羅などの作品を一先ず除
いて,金 剛寺蔵 『日月山水図』の日月モティーフだけについて考察 してゆく。この屏風 を所蔵




れる。覚鑁の著述は多 く存在 し,晩 年の作である 『五輪九字明秘密釈』一巻には,大 日如来と
阿弥陀如来との一体 を説 き,真 言宗に浄土教 を取 り入れた。しかしあくまで も密教を本として
大日の体の上に弥陀の相 を現ずると観 じれば,そ の大日の功徳によりその場に往生 して成仏で




説かれた 「日月輪観」 とはどのような観法で,ど のような思想的典拠 より導かれたものだった
のか。以下はこれについて諸,典拠 を挙げて考察する。
まず,『五輪九字明秘密釈』の思想が典拠 されたものに,三 つの経論 ・儀軌が挙げられる。




障出三界秘密陀羅尼法』(以 下 『三種悉地儀軌』)で ある。
この三種は成立年代 など未だ推定の域を出ず,ど れが先行する経論 ・儀軌なのか判然 としな
いが,三 種は共通 した思想を共有 していると論証 されている。
まず 『菩提心論』一巻は龍猛菩薩造,不 空訳 とされ,空 海 ・円仁 ・円珍 ・宗叡請来の経論で
ある。顕密二教の浅深優劣 を判じ,即 身成仏の義趣 を説 く。また東密において真言宗所学の論
蔵 として古来盛んに修学された五経二論の一つである。
次に 『破地獄儀軌』一巻は善無畏訳 とされる。これは五字真言 と五臓説 ・五行説を関係づけ
た陰陽五行説の色濃い経典である。
また 『三種悉地儀軌』は 『破地獄儀軌』 とほぼ同じ内容を持つものとして,こ の相互の密接
な関係は容易に推測できる。











また 『三種悉地儀軌』においても,『破地獄儀軌』 と全 く同 じ記述が見える。以下 この 「日
月輪観」についてもう少 し詳 しく考察 してゆく。
密教の観法は 「月輪観」が中心とされる。これに対 し 「日輪観」 という観法は殆ど説かれて
ゆ ゆ
いない。僅かに 「日輪観」を説 く経典は 『無二平等経』 ・ 『理趣会普賢儀軌』などである。し
ゆ
かし北尾氏の論では,「 日輪観」の基 となった論書にこの 『菩提心論』 を挙げる。
おオ
北尾氏は上述 した部分を挙げ,こ れを日本密教の 「日輪観」の原点 とする。
『密教大辞典』(法 蔵館)の 「日月輪」の項ではこの部分 を引用し 「日輪と月輪とにして金
胎両部を示す,日 輪は胎の理を表 し,月 輪 は金の智 を表す,故 に菩提心論に真言行者胸内八分
の肉團心において日月輪を観ずべ きことを説けり。」 とする。
また北尾氏は,弘 法大師空海(774～835)の 「日輪観」 も 『菩提心論』の影響を受けている
として,『秘蔵宝鑰』 ・ 『三昧耶戒序』を挙げる。
が 　
『秘 蔵 宝 鑰』 の記 述 は
,『 菩 提 心 論』 の 「日月 輪 観 」 の部 分 と同 一 で あ り,こ れ は 『菩 提 心
論 』 か らの引 用 とい う こ とが 判 る 。
ま た 『三昧 耶 戒 序』 で は
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「若し能 く日月の輪光 を観 じ,声 字の真言を誦 して,三 密の加持を発こし,四 印の妙用を揮
はば,則 ち大 日の光明廓として法界に周 く,無 明の障者忽ちに心海に帰せん。無明忽ち明
と為 り,毒 薬乍 ちに薬 と為 る。五部三部の尊森羅 として円に現 じ,刹 塵海滴の仏忽 として
涌出せん。此の三昧に住するを諸仏秘密の三摩地 と名つ く。諸仏如来此の大悲勝義三摩地
を以て,戒 と為 し,時 として暫くも忘るること無 し。」




「是の故に大 日如来,無 数劫を経て上根の人の為に金剛界の大法を説 く。内心の中において
日月輪を観ぜ しむ。妄霧を慧風に蕩か して大日の光を見,迷 濁を定泉に澄 まして本覚 を顕
得す。若し行者有って説の如 く修業 して観念成就すれば即身に成仏 し,自 身大 日尊 と成 じ
にタ




として,「 日月輪観」の観法を修すれば 「即身成仏」するという覚鑁独自の観法方法論 として
位置付けられたのである。
れの
さらに北條賢三氏は 『三種悉地儀軌』 に説かれた 「五蔵観」が,覚 鑁の 『五輪九字明秘密
　
釈』の陰陽五行説の内観法である 「五蔵観」の基盤 と考える。また吉岡義豊氏は,『三種悉地
儀軌』 と 『五輪九字明秘密釈』の文面を対照させて,そ の密接なる関係 を指摘 した。こうした
先学の研究 により,覚 鑁はその著述の中の前半でその文面の多 くを 『三種悉地儀軌』に依存し
ていることが証 される。
以上にような経論 ・儀軌の影響のもと,覚 鑁は独 自の観法を編み出した。これが覚鑁の 「日
月輪観」であった。そ してこの 「日月輪観」は 『五輪九字明秘密釈』において 「日月輪観」→
「即身成仏」への観法 として明確 に繋がったのである。
四 章
一章では,金 剛寺蔵 『日月山水図』は屏風一双の平面に四方四季のプランによって構成 され
ているという先学の研究を見た。では何故 このように四季を四方に配するような方法が金剛寺
蔵 『日月山水図』には摂取されたのか。ここでは四方四季のプランに関して考察 して行 く。
このプランは陰陽五行説により方位と四季が決定されている。東(春)南(夏)西(秋)北
(冬)と い うように表現 されるのだが,こ の ような陰陽五行説は,三 章で見た 『破地獄儀








「一切衆生の色心の実相は,無 始本際より毘盧遮那の平等智身なり。色 とは色蘊,開 いて五






とし続いて,こ の論の典拠する諸伝 を示す。そしてさらに五字 と五蔵の関係 を詳説 してゆく
が,そ こには陰陽五行説が色濃 く内包されている。
ここでは,金 剛寺蔵 『日月山水図』に関係のある部分についてだけ図表にしてみる。
五字 虱 《 Z 4 夜
五仏 阿閾仏 阿弥陀仏 宝生仏 不空成就仏 毘盧遮那仏
大日如来
五智 大円鏡智 妙観察智 平等性智 成所作智 法界体性智
五蔵 肝 肺 心 腎 ・胃 脾
五方 東 西 (南) 北 中央
四季 (春) 秋 夏 冬 土 ・季 夏






観処 金剛座処 心蓮華台 日輪 月輪 大空
そしてこの五字 と五蔵の関係を説いた後に
L字 ,五 蔵に入れば万病万悩すなわち不生を得。故に釈の中に一字八蔵万病不生 といえ
り。もし日月輪 を観ずれば,凡 夫すなわち成仏す。」
として,三 章に示したような日月輪観が即身成仏の観法として決定づけられた。
金剛寺蔵 『日月山水図』 を閲してみると,絵 画に表現された四方四季のプランはそのままこ
の図表に則っている。またそれだけでなく春の景は,釣 鐘状の山嶽が重なり合い,ま さに山嶋
大地がここで発生 しているかのような描写がなされている。秋の景は,深 奥なる山嶽より蛇行
して海中に落ちる瀧の景が表現されてお り,こ れこそ河海万流である水源を表現 しているとも
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取れる。冬の景は五穀万果を春に待つ厳 しい雪山表現がなされている。 もしも金剛寺蔵 『日月





色な り。色はすなわちこれ五大 ・五根,名 はすなわち想等の四陰の心なり。色心はすなわ
ちこれ六大法身 ・五智如来 ・五大菩薩 ・五大明王なり。およそ日月 ・五星 ・十二宮 ・二十
八宿,人 の形体 を成す。山嶋大地は興字より出生 し,河 海万流は達字より出生 し,金 玉珠
宝 ・日月星辰 ・火珠光明はZ字 より出生 し,五 穀万果 ・衆華の開敷はζ字に因って結成
ロ
す。秀香美人 ・人畜の長養 ・顔色滋味 ・瑞正の相貌 ・福徳富貴は夜字より荘厳す。」
として,日 月 ・五星 ・十二宮 ・二十八宿 と人間の肉体 とは同質のものであり,阿 鑁藍哈欠の五
字はその形態を正依二報を尽し,一 切の法界を摂 してお り,一 切の存在に含まれる人間もまた
本来的にこの五字を具足 しているとする。つまり森羅万象はこの五字が表現 している三摩耶 と
いうことであろう。




つまりその中心に観者が坐 し,こ の日月モティーフを持つ屏風を周 りにまたは後方に立てる
とすれば,日 月モティーフにより観者は大 日如来へ と変 じて,四 方四季で表現 された画様は 四
仏へ と変 じる。中央に大日如来,四 方に阿闔仏 ・阿弥陀仏 ・宝生仏 ・不空成仏 を配する構成,
これは金剛界曼荼羅を顕すものとはならないだろうか。




みれば,寺 名である金剛寺 という名も 『日月山水図』 に関連 しているように思えてならない。
また覚鑁の 『五輪九字明秘密釈』に多 く引用された 『破地獄儀軌』 ・ 『三種悉地儀軌』の最
翩
後の部分では,
「我は毘盧遮那仏に依 りて,心 智の印を開 き,標 義を建つ,無 量の功徳にて,普 く荘厳 し,
同じく總持の諸善逝 に入る。願 くは共に有縁の修学者は,無 上の清浄海に安住せんこと
を。」





以上考察 してきたように,覚 鑁の 厂日月輪観」は即身成仏の観法であ り,金 剛寺蔵 『日月山
水図』の日月モティーフが是れを顕 しているとすれば,そ の画題が円環状に四季を表現するこ
とは,大 日如来 を中心 として五仏を構成とする金剛界曼荼羅であ り,こ れを屏風に表現 した屏
風絵金剛界曼荼羅であったと言えよう。
ここで疑問が起 こるのは金剛寺蔵 『日月山水図』がこのような画題由来を以て金剛界曼荼羅





ここで二章で述べた伝法会に関 して,興 味を引 く記事を挙げてみる。これは丹波大山荘の地
子米が承和十三年(847)か ら直接に東寺に納 まることとなり,そ の翌年の四月三日,正 式に
伝法会を組織 して仏天に敬白して,毎 年この伝法会を開 くこととしたときの表白文である。
「承和十四年
,孟 夏の初朔三日,始 めて傳法會を奉行する所以のものは,夫 れ物の興るや由
あ り,因 縁なきにあらず,(中 略)願 う所は秘蔵の法輪日月を懸けて永に邊なく,施 主の
福智 これを劫石に期 して現當に圓満せんことを」
とある。
この中の 「秘蔵の法輪 日月を懸けて」という記述が どのような意味を持つのかを推するに,
伝法会が行なわれる際にその荘厳具として,形 状は判 じかねるが日月の法輪を懸けたのであろ







この像主背部 に 『日月山水図』 と見 られる屏風がめ ぐらされている。図では,右 手に鈷,左 手
に数珠を持ち,膝 前に戒体箱 を置いてお り,氏 はこれを灌頂儀式の際の山水屏風を顕す ものと
して扱っている。しかしなが ら像主自体は衣に袈裟姿であ り,正 式な儀式である灌頂の際のよ
うな姿とは解 しにくい。これがもし灌頂儀式の際の山水屏風でないとすれば,上 述 したような
伝法会において用いられた日月であるとは考えられないであろうか。
伝法会 において 「秘蔵の法輪 日月を懸けて」 ということが,光 兼の時代 には像主の背後に







草創期の造形活動 ・教化活動に顕著に見 られる。即身成仏を願った内観の聖者覚鑁は,「 日月
輪観」を以てこれを成就する新たなる観法を打ち立てたが,残 念ながらこの 「日月輪観」は現
在 までその痕を止めてはいない。 しかしながら,そ の史跡として日本美術史に謎の屏風絵を残
した。






た人間の生涯を季節の樹木で図された方法は,金 剛寺蔵 『日月山水図』のプランと何 らかの関
わりを持たないのであろうか。
後世 日月モティーフを有する絵画は,そ の起源的意味を失い遠い存在に変じるが,そ の意味




(3)熊 野曼荼羅 鎌倉期聖護院本 ・室町期静嘉堂本




(5)安 達啓子 「日月屏風と武蔵野図屏風 一 金剛寺本日月山水図屏風を中心に一 」(『日本屏風絵集
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(35)五 経二論 とは 『大 日経』 ・ 『金剛頂経』 ・ 『蘇悉地経』 ・ 『瑜祇経』 ・ 『要略念誦経』 ・ 『菩 提心
論』 ・ 『釈摩訶衍論』である。






金 剛寺 蔵 『日月山水図』 について(宮 口)
㈹ 大正蔵十八巻五一七頁 上
(41)大 正蔵二〇巻五二六頁上
(42)北 尾隆心 「日輪観について」(『智山学報』 第三八輯1989年)
(43)弘 法大師全集第一輯四六七頁
㈹ 弘法大師全集第二輯一三六～一三七頁
㈲ 興教大師撰述集(上 巻)六 五頁
(46)興 教大 師撰述集(上 巻)一 九三頁
㈲ 北條賢三 「五蔵三摩地観の系譜 とその特徴」(『興教大 師覚鑁研究』春秋社1992年)
⑱ 吉岡義豊 「五輪九字秘釈 と道 教五蔵観」(『密教文化』第 六九 ・七〇号 大山公淳教授頌寿記 念論文
集1964年)
㈲ 興教大 師撰述集(上 巻)一 八六頁
(50)興 教大 師撰述集(上 巻)一 九三頁
(51)興 教大 師撰述集(上 巻)一 九二頁
(52)大 正蔵十八巻九一四頁中
大正蔵十八巻九一二頁 中
(53)小 林 太市郎 「山水屏風の研究」(『大和絵史論』全 国書房1946年)
働 『東寳記』 第六(続 々群書類従十二,一 二二頁)
6⇒ 武 田恒 夫 「中世 障屏画 とその画 中画」(『中世障屏風』京都 国立博 物館刊1969年)
(みや ぐち の ぶ お 文学 研 究 科 仏 教 学 専 攻 博 士 後 期 課 程)1997年10月16日 受 理
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